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研究成果の概要（和文）：&#8203;松代藩及び東北諸藩の和歌・俳諧に関して調査研究を行った。第六代松代藩主真田
幸弘が柳営歌人遊歌とので行った和歌修練の実態を明らかにした。また、秋田北家第五代～七代佐竹義躬義邦・義躬・
義文と江戸座俳人谷素外の交流を示す資料を世に問い、地方にあって江戸座俳人と交流しながら点取俳諧を行った文芸
活動の一端を明らかにした。さらに、庄内藩第九代藩主酒井忠徳の俳諧と和歌に関する資料の調査研究を行い、堂上家
としたしく交遊し、大名・家臣・家族とともに歌や俳諧を詠むことを生涯にわたって習慣的に行っていた実態を明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：Many daimyos were engaged in Waka and Haikai in Edo. Yukihiro Sanada who was the 
sixth feudal lord of the Matsushiro clan had trained Waka in his later years. We discovered the actual 
situation of his study of Waka with Yuka who was one of the high official maid of the ladies' chambers in 
Edo palace. Moreover we have published some records of Haikai the feudal lords of the Akita-kita clan 
enjoyed with Sogai Tani who was one of the Haikai teacher lived in Edo. We also investigated the high 
lifetime activity of Waka and Haikai by Tadaari Sakai who was the ninth feudal lord of the Shonai clan 
with the aristocracy in Kyoto, other feudal lords, families and his vassals.

研究分野： 近世文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大名文芸の研究は、福井久蔵『諸大名の学

術と文芸の研究』(1937)によって研究の活路
が開かれたが、その後目立った研究はほとん
どなかった。渡辺憲司『近世大名文芸圏研究』
(1996)は和歌に焦点をしぼり幾つかの藩の蔵
書・新資料について言及し翻刻・分析を進め
ているが、ごく一部の和歌資料に限られてい
る。俳諧については、熊本藩第八代藩主細川
重賢点取俳諧集の翻刻と解説が出水叢書⑫
『俳諧集』にあり、テキスト資料としては貴
重であるが、点取俳諧に限定した内容で、大
名文化圏の問題は今後の課題であった。 
一方、各地の大名資料は、主に歴史学者や

学芸員によって分類されており、文学的視点
からのアプローチはほとんど行われていな
い。各大名家が政治的歴史的活動と同等のも
のとして文学的活動を熱心に行ってきた経
緯を踏まえ、和歌活動や俳諧活動に基づく大
名文化圏の実態を究明し、歴史学の成果を国
文学的視点で見直す作業が急務であるとい
うのが、研究当初の背景であった。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、江戸時代の松代藩及び東北諸藩
における藩主の和歌活動・俳諧活動を調査研
究するものである。大名家では、堂上歌人と
強い絆を結び、和歌活動に熱心であったが、
その実態の詳細については明らかではない。
また、俳諧資料は「雑俳」という名のもとに
注目されてこなかった。明和期以降およそ三
百諸藩のうち約六分の一の藩主が俳諧活動
を行っている。 
諸藩の文化圏形成の実体を伝える膨大な

和歌・俳諧資料は、各地の博物館や個人が大
切に伝来してきている。しかし大半は、未調
査のまま埋もれていたり、歴史学の補助資料
としてのみ活用されていたりするにとどま
る。 
本研究では、それらの資料を所有者の意向

を確認しながら調査させていただきつつ、単
なる手すさびではなく、一家をあげての大事
業として大名が和歌活動・俳諧活動を展開し
ていたこと解明する。また、 これまで各地
の資料は単独で、ひとつの大名家、あるいは
ひとりの大名の活動を裏付けるものとして
のみ扱われてきた。それらを相互に関連付け、
時代を担うものとして大名文化圏の広がり
を明らかにする。そして、藩主の和歌活動・
俳諧活動が、諸般及び我が国の思想的、歴史
的、政治的、社会的礎であることを立証する。 

 
３．研究の方法 
 毎年ひとつの藩を調査対象とした。平成２
５年度は、松代藩、平成２６年度は庄内藩、
平成２７年度は南部藩である。各藩の文芸資
料を伝来・保存している真田宝物館、致道博
物館、もりおか歴史文化館及び八戸市立図書
館に調査に赴き、研究代表者・分担者・連携
研究者による共同討議・シンポジウムを開催

し、研究の進展を図った。また、各自の専門
分野に応じて、俳諧・和歌・地誌ごとの研究
を進めた。 
 
４．研究成果 
 藩ごと、年度ごとの研究成果は以下のとお
りである。 
 松代藩 
平成二五年度には、基盤研究(C)「真田文書
のアーカイブの構築と松代藩第六代藩主真
田幸弘の点取俳諧の研究」（研究代表・玉城
司、平成二二年度～二四年度）より継続して
いる長野市文化財等管理事務所（真田宝物
館）所蔵の真田幸弘の点取俳諧集『菊の分根』
『菊畠』（全８万句）の翻字・公表を進めた。
また、同館所蔵の幸弘の和歌資料の調査を開
始した。 
平成二五年度は、研究初年度ということもあ
り、研究打合せ・情報交換・資料調査を兼ね
て、九月二日（月）・三日（火）の両日、研
究メンバー全員で、真田宝物館及び真田家御
用商人八田家を訪問し、和歌資料・俳諧資
料・漢籍・絵画資料を閲覧させていただき撮
影を行った。 撮影させていただいた資料を
各自が持ち帰り、それぞれの研究テーマによ
る調査を開始した。 
 平成二六年度は、平林、志立、伊藤、稲葉
により九月二七日に長野市松代公民館井上
敏幸氏による第六代藩主真田幸弘二百回忌
記念講演会「名君真田幸弘と俳諧」を聴講し、
翌二八日には長野県立図書館所蔵俳諧資料
の調査を行った。 
 平成二五年度から二七年度にかけて、平林、
竹中により真田宝物館和歌資料、長野県立図
書館俳諧資料、長野県立歴史館飯島文庫和
歌・俳諧資料の調査・撮影を行った。 
 
一関藩 
 平成二四年九月二五日に、平林は、錦仁研
究代表による基盤研究⒞「藩主・藩士の和歌
活動と名所・歌枕を記す地誌との関係を解明
する新研究」（平成二三～二五年度）の研究
協力者として、錦、志立とともに、一関市立
博物館で下調査を行った。膨大な和歌資料及
び歴史文書、書状が伝来するが、その後の南
部文書の調査により、一関藩田村家の交流を
示す和歌資料がもりおか歴史博物館に伝来
することがわかった。詳細な調査及び解析は
今後の課題である。 
 
南部藩 
 平成二五年度には、八戸南部藩については、
伊藤が国文学研究資料館機関研究「近世にお
ける蔵書形成と文芸享受」（研究代表者・大
高洋司、平成二三～二五年度）により、神作
研一氏とともに調査・研究を行った。 
 平成二五年・二六年度には平林が、もりお
か歴史文化館所蔵の南部文書の調査・撮影を
行った。 
 平成二六年度には、左記の研究フォーラム



を開催した。 
 
南部フォーラム 2015 九月二二日（火）～二
五（金） 
南部藩の文化活動を考える―盛岡・八戸・遠
野・大槌における南部氏の活動 
Ⅰ 盛岡南部藩の文化活動（その１）九月二
二日（火）  
 ① 資料調査 もりおか歴史文化館 
   ② ミニ・シンポジウム 於八戸市新八
温泉和室  司会 平林香織 
【報告】歴史・和歌・俳諧から考える南部藩
文化活動研究の可能性   
東北諸藩の歴史認識    志立正知 
  大名和歌の性格   神作研一 
  大名俳諧と雪中庵  伊藤善隆 
  真田幸弘の和歌詠草   竹中 塁 
【討論】大名文化圏をミクロとマクロの視点
で考える―点印研究と地誌研究の可能性― 
   点印文化の可能性―イコンの形象と継
承―  稲葉有祐 
   藩士の地誌編纂が拓くグローバリズム  
真島 望 
Ⅱ 八戸南部藩の文化活動九月二三日（水） 
   ① 資料調査 八戸市立図書館 
   ② 史料踏査 八戸市博物館 
Ⅲ 盛岡南部藩の文化活動（その２）九月二
四日（木） 
① 資料調査 もりおか歴史文化館 
② 資料調査 遠野文化センター 
Ⅳ 実地調査：南部藩文化交流における道の
文化 九月二五日（金）   
① 南部藩御用商人前川善兵衛関連史跡調
査 前川家代々墓所 
② 南部藩外港吉里吉里地区航路安全祈願
関連史跡調査 吉祥寺 
共催 Ａ松代・一関・南部・秋田各藩の和歌
活動・俳諧活動による大名文化圏形成の新研
究（代表・平林・平成二五～二七年）、Ｂ東
北諸藩における軍記の享受と伝承・歴史認識
形成の関連性を解明する新研究（代表・志
立・平成二六～二八年）、Ｃ「人を結びつけ
る文化」としての俳諧研究（代表・伊藤・平
成二七～三〇年) 
 
秋田藩 
 平成二五年度から二七年度にかけて、平林、
志立、錦、稲葉が、それぞれ複数回にわたり
仙北市角館町総合情報センター（図書館）に
寄託された鈴木實氏所蔵の秋田藩佐竹北家
の和歌資料・俳諧資料の調査・撮影を行った。
また同市常光院及び石黒家にも佐竹北家に
関する和歌資料・俳諧資料が伝来することを
確認した。 
 平成二五年度には、左記のシンポジウム及
び実地踏査を行い、研究成果を公表し、情報
交換し、今後の研究の見通しをたてた。 
 
シンポジウム──文学研究の再構築をめざ
して 

第１部 シンポジウム 八月一〇日（土） カ
レッジプラザ小講義室２ 
 和歌研究の再構築─地域から和歌を考え
る   錦 仁 
 軍記・伝説・地誌─秋田藩の歴史構想と真
澄    志立正知 
地方藩主の俳諧─実態を捉え､ 研究の意義
を拓く 平林香織 
 『大塔物語』をどう捉え、どう論じ、何を
めざすか 佐倉由泰 
 秋田の民俗──私が探求してきたもの 斎
藤壽胤 
第２部 実地踏査 八月一一日（日） 
  １沼館（横手市）歴史の再構築（解説・
志立） 
  ２東里（横手市）歌枕・名所の新構築（解
説・錦） 
  ３雄勝（湯沢市）地元資料の活用と小町
伝説（解説・錦） 
共催 Ａ松代・一関・南部・秋田各藩の和歌
活動・俳諧活動による大名文化圏形成の新研
究（代表・平林・平成二五～二七年）、Ｂ「藩
主・藩士の和歌活動と名所・歌枕を記す地誌
との関係を解明する新研究」（代表・錦・平
成二四～二六年） 
 
庄内藩 
 平成二五年度に、平林、志立、錦、稲葉が、
鶴岡市致道博物館、基盤研究⒞「庄内藩主酒
井家を中心とした諸大名の和歌・俳諧及び文
事に関する研究」（代表上野洋三／鈴木淳・
平成一一～一四年）の調査の進捗状況を確認
した。致道博物館元副館長故酒井忠治氏が平
成二四年に逝去されるまでなさっていた酒
井忠徳文芸資料調査・翻字活動の顕彰と、調
査の継続が必要であると判断し、致道博物館
の意向にそって今後研究を進めて行くため
の方針について検討した。四名は、それぞれ、
鶴岡市立郷土資料館、酒田市光丘文庫の調査
も行った。 
 平成二六年度には、調査・研究の方向性を
確認するためのシンポジウムを開催した。七
月二六日のシンポジウムに先立ち、庄内藩主
歴代の墓所を訪ね、忠徳公及び酒井忠治氏の
墓に詣でた。 
 
シンポジウム 七月二五日（金）～二七日
（日） 
藩主の交遊―和歌・俳諧がむすぶ人と地域―    
第１部 七月二五日（金） 公益財団法人致
道博物館講座室          
プレ共同研究会 「近世文学研究の現状と可
能性」 
  藩主の和歌―研究の現状と可能性  
錦 仁 
  藩主の俳諧―研究の現状と可能性  
平林香織 
  点印の研究―研究の現状と可能性  
稲葉有祐 
  庄内藩士の地誌―研究の現状と可能性  



真島 望 
第２部 七月二六日（土） 致道博物館講座
室 
シンポジウム 藩主の交遊―和歌・俳諧がむ
すぶ人と地域―司会・志立正知                                                        
基調講演  庄内藩主酒井忠徳の文学活動 
出羽国庄内藩主酒井忠徳（凡兆）の俳諧  
井上敏幸 
研究報告  和歌・俳諧がむすぶ人と地域                                     
  庄内藩主酒井忠徳文芸資料の価値  
平林香織 
八戸藩主南部信房（畔李）の俳諧活動  伊
藤善隆  
地下から地方へ   神作研一 
   藩主島津斉宣の文芸活動  丹羽謙治  
資料紹介  資料が物語る藩主の交遊関係 
   酒井忠徳と日野資枝  錦 仁   
    藩主安藤信友（俳号・冠里）の交遊  稲
葉有祐                         
第３部 七月二七日（日） 庄内藩文化資料
実地調査   
酒田市光丘文庫、本間美術館、廻船問屋遺稿
旧鐙屋の調査・見学 
１ 光丘文庫 案内と解説  
２ 本間美術館「酒田と江戸の俳諧資料」展 
案内と解説・伊藤善隆   
３ 旧鐙屋見学 案内と解説・平林香織  
  
以上、三年間精力的に調査・研究を行い、

シンポジウムをはじめとして、対話やメール
による情報交換・意見交換を重ねてきた。よ
うやくおぼろげに、全体像がみえてきたとこ
ろである。 
諸藩の文芸活動は決して単独で行われた

ものではなく、近世後期（安永～文化年間）
の文芸ムーブメントとして全国的に展開し
たものであることがわかった。藩主は、参勤
交代による江戸城詰や江戸藩邸滞在時に諸
藩の藩主・藩士及び地下歌人や俳諧宗匠と積
極的に交遊し、和歌・俳諧活動を展開してい
たことは間違いなさそうである。それは単な
る文芸活動に終わったものではなく、政治活
動に直結したものだった。 
世継問題を解消するために縁戚関係を繰り
広げ、慶事や季節ごとに他家への表敬や挨拶
として和歌や俳諧の贈答が繰り返され、その
たびに人と物と和歌・俳諧が大量に行き来し
た。そのような交遊関係の中心に、堂上歌
人・日野資枝、老中筆頭／白河藩主松平定信、
大和郡山藩主・柳沢信鴻、俳諧宗匠・谷素外
などがいて、それぞれの中心が描く同心円上
に真田家、佐竹北家、酒井家、南部家があり、
少しずつずれたり交差したりしながら重な
り合っている。また、参勤交代、日光代参、
天皇家への使い、領内巡覧などで、藩主は想
像以上に動き回っていた。そしてそのたびに、
和歌を詠み、ときには連歌俳諧の座を設けて
いた。藩主は精力的に情報を収集し、歌作・
句作に関する記録をさまざまなかたちで残
している。堂上家や柳営の歌会や俳諧宗匠・

大名俳人が開催した句会の記録を入手し、自
らが主催した歌会・句会の記録も残した。伝
書を貸借書写し、和歌・俳諧の指導者との文
物のやりとりも頻繁だった。 
 貴重な大名資料を閲覧させていただきな
がら、各大名家における文芸の律動を実感す
るなかで、和歌や俳諧は、人と人、大名家と
大名家を物心両面で結びつける紐帯だった
ことに気づかされた。文学は、個人の心情を
吐露したり自己実現の欲求を満たしたりす
るためのものという以上に、公的な意味をも
っていた。和歌を詠むこと、俳諧の一座をと
もにする行為そのものが、仁政のための藩
主・藩士の鍛錬として重要な意味をもち、和
歌や俳諧を介してやわらかく深く他家とつ
ながることが、政治と社会に寿ぎと安定をも
たらしたのではないだろうか。その内実の詳
細については今後さらに探究を続ける必要
がある。 
 文学を紙に書かれた二次元的なものとし
て捉えるのではなく、藩と藩をつなげ、日本
という国家を形成するための動的で立体的
なものとしてとらえ直すべきだろう。  
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